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(57)【要約】

【課題】　軽度の片麻痺等を患っている者に最適でリハ

ビリテーションや高齢者の歩行の補助に有用な短下肢装

具を提供する。

【解決手段】　短下肢装具１００は、装着時に足の爪先

の内側及び外側に位置する少なくとも２のホルダ部１１

５、１１６を有する爪先バンド１１０と、装着時に足首

の内側及び外側に位置するホルダ部１２５、１２６を有

する足首バンド１２０と、前記ホルダ部１１５側と前記

ホルダ部１２５側を連結する連結ベルト１３０と、前記

ホルダ部側１１６と前記ホルダ部１２６側を連結する面

ファスナーを有する連結ベルト１４０とからなる。連結

ベルトの面ファスナーの張り合わせによる長さ調整で、

装着者の足（又は靴）と脛との可動角度を調整すること

ができる。これにより半麻痺等を患う者の歩行訓練等の

リハビリテーションの効果が高まる。高齢者等が装着す

れば、転倒事故を未然に防ぐこともできる。

【選択図】　図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

爪 先 部 分 に 挿 着 さ れ 、 装 着 時 に 当 該 爪 先 の 内 側 及 び 外 側 に 位 置 す る 少 な く と も ２ の 連 結 部

を 有 す る 爪 先 装 着 部 と 、

　 足 首 に 装 着 さ れ 、 装 着 時 に 当 該 足 首 の 内 側 及 び 外 側 に 位 置 す る 少 な く と も ２ の 連 結 部 を

有 す る 足 首 装 着 部 と 、

　 前 記 爪 先 装 着 部 の 内 側 の 連 結 部 と 、 前 記 足 首 装 着 部 の 内 側 の 連 結 部 と を 繋 ぐ た め の 第 １

の 連 結 手 段 と 、

　 前 記 爪 先 装 着 部 の 外 側 の 連 結 部 と 、 前 記 足 首 装 着 部 の 外 側 の 連 結 部 と を 繋 ぐ た め の 第 ２

の 連 結 手 段 と か ら な り 、

　 前 記 第 １ の 連 結 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 連 結 手 段 は 、 そ れ ぞ れ 面 フ ァ ス ナ ー を 有 す る ベ ル ト

に よ っ て 構 成 さ れ 、

　 前 記 爪 先 装 着 部 の 前 記 内 側 の 連 結 部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 内 側 の 連 結 部 と の 長 さ 、 及

び 、 前 記 爪 先 装 着 部 の 前 記 外 側 の 連 結 部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 外 側 の 連 結 部 と の 長 さ が

前 記 面 フ ァ ス ナ ー の 張 り 合 わ せ に よ っ て 調 整 可 能 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 短 下 肢 装

具 。

【 請 求 項 ２ 】

前 記 爪 先 装 着 部 は 、 装 着 時 に 前 記 内 側 の 連 結 部 が 、 装 着 時 に 足 の 親 指 の 付 け 根 の 位 置 に 、

前 記 外 側 の 連 結 具 が 、 装 着 時 に 足 の 小 指 の 付 け 根 の 位 置 と な る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 短 下 肢 装 具 。

【 請 求 項 ３ 】

前 記 足 首 装 着 部 の 本 体 部 の 幅 は 略 ３ ｃ ｍ に 形 成 さ れ る と 共 に 、

　 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 連 結 部 は 、 横 幅 が 略 ２ ． ５ ｃ ｍ で 爪 先 側 が 湾 曲 し た Ｄ の 字 型 の 連

結 リ ン グ に よ っ て 構 成 さ れ 、

　 前 記 足 首 装 着 部 に は 、 こ れ が 装 着 さ れ る 足 首 に 合 わ せ た 長 さ が 略 ２ ０ ｃ ｍ 、 幅 が 略 ４ ｃ

ｍ の 脛 当 て 部 が 設 け ら れ 、

　 前 記 爪 先 装 着 部 を 構 成 す る ベ ル ト の 幅 は 略 ２ ． ５ ｃ ｍ に 形 成 さ れ 、

　 前 記 爪 先 装 着 部 の 前 記 連 結 部 は 、 横 幅 が 略 ３ ｃ ｍ の ロ の 字 型 の 連 結 リ ン グ に よ っ て 構 成

さ れ 、

　 前 記 第 １ 、 第 ２ の 連 結 手 段 を 構 成 す る ベ ル ト の 幅 は 、 前 記 爪 先 装 着 部 の ロ の 字 型 の 連 結

リ ン グ の 内 側 の 幅 に 形 成 さ れ 、 装 着 時 、 該 ベ ル ト が 、 前 記 足 首 装 着 部 の 連 結 リ ン グ の 湾 曲

に 沿 う よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 短 下 肢 装 具 。

【 請 求 項 ４ 】

爪 先 部 分 に 挿 着 さ れ 、 装 着 時 に 当 該 爪 先 の 内 側 及 び 外 側 に 位 置 す る 少 な く と も ２ の 連 結 部

を 有 す る 爪 先 装 着 部 と 、

　 足 首 に 装 着 さ れ 、 装 着 時 に 当 該 足 首 の 前 側 に 位 置 す る 連 結 部 を 有 す る 足 首 装 着 部 と 、

　 前 記 爪 先 装 着 部 の 内 側 の 連 結 部 と 、 前 記 足 首 装 着 部 の 連 結 部 と を 繋 ぐ た め の 第 １ の 連 結

手 段 と 、

　 前 記 爪 先 装 着 部 の 外 側 の 連 結 部 と 、 前 記 足 首 装 着 部 の 連 結 部 と を 繋 ぐ た め の 第 ２ の 連 結

手 段 と か ら な り 、

　 前 記 第 １ の 連 結 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 連 結 手 段 は 、 そ れ ぞ れ 面 フ ァ ス ナ ー を 有 す る ベ ル ト

に よ っ て 構 成 さ れ 、

　 前 記 爪 先 装 着 部 の 前 記 内 側 の 連 結 部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 連 結 部 と の 長 さ 、 及 び 、 前

記 爪 先 装 着 部 の 前 記 外 側 の 連 結 部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 連 結 部 と の 長 さ が 前 記 面 フ ァ ス

ナ ー の 張 り 合 わ せ に よ っ て 調 整 可 能 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 短 下 肢 装 具 。

【 請 求 項 ５ 】

靴 の 爪 先 部 分 の 内 側 及 び 外 側 に 固 定 さ れ る 少 な く と も ２ の 連 結 部 と 、

　 足 首 に 装 着 さ れ 、 装 着 時 に 当 該 足 首 の 内 側 及 び 外 側 に 位 置 す る 少 な く と も ２ の 連 結 部 を

有 す る 足 首 装 着 部 と 、

　 靴 の 爪 先 部 分 の 内 側 に 固 定 さ れ た 前 記 連 結 部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 内 側 の 前 記 連 結 部 と を
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連 結 す る た め の 第 １ の 連 結 手 段 と 、

　 靴 の 爪 先 部 分 の 外 側 に 固 定 さ れ た 前 記 連 結 部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 外 側 の 前 記 連 結 部 と を

連 結 す る た め の 第 ２ の 連 結 手 段 と か ら な り 、

　 前 記 第 １ の 連 結 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 連 結 手 段 は 、 そ れ ぞ れ 面 フ ァ ス ナ ー を 有 す る ベ ル ト

に よ っ て 構 成 さ れ 、

　 前 記 靴 の 爪 先 部 分 の 前 記 内 側 の 連 結 部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 内 側 の 連 結 部 と の 長 さ 、

及 び 、 前 記 靴 の 爪 先 部 分 の 前 記 外 側 の 連 結 部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 外 側 の 連 結 部 と の 長

さ が 前 記 面 フ ァ ス ナ ー の 張 り 合 わ せ に よ っ て 調 整 可 能 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 短 下

肢 装 具 。

【 請 求 項 ６ 】

前 記 靴 に 固 定 さ れ る 前 記 ２ つ の 連 結 部 は 、 靴 の 甲 の 部 分 に 取 り 付 け ら れ る 爪 先 装 着 部 に 予

め 固 定 さ れ 、

　 該 爪 先 装 着 部 は 、 靴 の 甲 の 部 分 に 接 着 剤 に よ る 取 付 け 又 は 糸 に よ る 縫 い 付 け で 固 定 さ れ

て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 短 下 肢 装 具 。

【 請 求 項 ７ 】

前 記 足 首 装 着 部 の 本 体 部 の 幅 は 略 ３ ｃ ｍ に 形 成 さ れ る と 共 に 、

　 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 連 結 部 は 、 横 幅 が 略 ２ ． ５ ｃ ｍ で 爪 先 側 が 湾 曲 し た Ｄ の 字 型 の 連

結 リ ン グ に よ っ て 構 成 さ れ 、

　 前 記 足 首 装 着 部 に は 、 こ れ が 装 着 さ れ る 足 首 に 合 わ せ た 長 さ が 略 ２ ０ ｃ ｍ 、 幅 が 略 ４ ｃ

ｍ の 脛 当 て 部 が 設 け ら れ 、

　 前 記 靴 の 爪 先 部 分 の 前 記 連 結 部 は 、 横 幅 が 略 ３ ｃ ｍ の ロ の 字 型 の 連 結 リ ン グ に よ っ て 構

成 さ れ 、

　 前 記 第 １ 、 第 ２ の 連 結 手 段 を 構 成 す る ベ ル ト の 幅 は 、 前 記 爪 先 部 分 の ロ の 字 型 の 連 結 リ

ン グ の 内 側 の 幅 に 形 成 さ れ 、 装 着 時 、 該 ベ ル ト が 、 前 記 足 首 装 着 部 の 連 結 リ ン グ の 湾 曲 に

沿 う よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 短 下 肢 装 具 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 考 案 は 、 短 下 肢 装 具 に 関 し 、 特 に 軽 度 の 片 麻 痺 を 患 う 者 の 歩 行 訓 練 等 の リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン 、 更 に は 高 齢 者 の 歩 行 の 補 助 に 用 い て 最 適 な 短 下 肢 装 具 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 脳 溢 血 、 脳 梗 塞 等 の 脳 血 管 疾 患 に な る と 片 麻 痺 や 抹 消 神 経 麻 痺 が 生 じ 、 半 身 を 自 由 に 動

か す こ と が で き な い 障 害 が 残 る こ と が 知 ら れ て い る 。

　 障 害 を 負 っ た 者 は 、 健 常 者 の 場 合 に と 異 な り 、 足 の 爪 先 が 垂 れ 下 が っ た り （ 垂 下 足 ） 、

そ の 垂 れ 下 が っ た 足 の 甲 が 外 側 に 下 が る （ 内 反 尖 足 ） 等 の 症 状 が 残 る た め 、 た と え 麻 痺 が

軽 度 で あ っ て も 歩 行 障 害 （ 例 え ば 、 僅 か な 段 差 に つ ま ず く 等 ） を 来 す こ と に な る 。

　 こ の た め 、 従 来 よ り 、 脳 血 管 疾 患 の 者 の 歩 行 を 補 助 し 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 有 用 な 下

肢 装 具 が 、 数 々 提 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 従 来 よ り 提 案 さ れ て い る 短 下 肢 装 具 と し て は 、 足 の 両 側 に 金 属 の 支 柱 を つ け て 、 装 着 者

の 下 腿 部 （ 脛 ） と 足 の 裏 の 角 度 を 一 定 に 保 持 す る 金 属 支 柱 付 き の 短 下 肢 装 具 が 提 案 さ れ て

い る 。 こ の よ う な 短 下 肢 装 具 は 、 麻 痺 が 重 い 人 に 有 用 な も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 一 方 で 、 麻 痺 が 比 較 的 軽 度 な 者 の た め の 樹 脂 製 の 短 下 肢 装 具 も 提 案 さ れ て い る 。

　 図 １ ８ に 、 一 般 的 に 用 い ら れ て い る 樹 脂 製 の 短 下 肢 装 具 １ ０ を 示 す 。

　 短 下 肢 装 具 １ ０ は 、 足 の 裏 側 よ り 支 え る 足 底 板 部 １ １ と 、 脹 ら 脛 を 後 ろ か ら 支 え る 脹 ら

脛 受 け 部 １ ２ と か ら な り 、 前 記 足 底 板 部 １ １ に は 、 装 着 者 の 足 １ の 甲 を 固 定 す る 装 着 ベ ル

ト １ ３ が 、 前 記 脹 ら 脛 受 け 部 １ ２ に は 、 装 着 者 の 足 １ の 脹 ら 脛 を 固 定 す る 装 着 ベ ル ト １ ４

， １ ５ ， １ ６ が 設 け ら れ て い る （ 図 １ ８ （ Ａ ） ） 。 こ の 従 来 の 樹 脂 製 の 短 下 肢 装 具 １ ０ で
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は 、 足 底 板 部 １ １ と 脹 ら 脛 受 け 部 １ ２ と が 一 体 に 成 形 さ れ る 。

　 前 記 装 着 ベ ル ト １ ４ ， １ ５ ， １ ６ に は 、 面 フ ァ ス ナ ー １ ４ Ａ ， １ ４ Ｂ 、 １ ５ Ａ ， １ ５ Ｂ

、 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ が 設 け ら れ （ 図 １ ８ （ Ｂ ） ） 、 装 着 時 に 、 足 の 甲 １ Ａ を 装 着 ベ ル ト １ ３

に 通 し 、 足 裏 を 足 底 板 部 １ １ に 載 せ 、 脹 ら 脛 を 脹 ら 脛 受 け 部 １ ２ に 密 着 さ せ た 状 態 で 、 装

着 ベ ル ト １ ４ ， １ ５ ， １ ６ を 設 け 取 付 リ ン グ １ ２ Ａ ， １ ２ Ｂ ， １ ２ Ｃ に そ れ ぞ れ 通 し 、 こ

れ ら 装 着 ベ ル ト １ ４ ， １ ５ ， １ ６ を 締 め 付 け て 面 フ ァ ス ナ ー １ ４ Ａ ， １ ４ Ｂ 、 １ ５ Ａ ， １

５ Ｂ 、 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ に よ り 固 定 す る よ う に な っ て い る （ 図 １ ８ （ Ｂ ） 、 （ Ｃ ） ） 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の 樹 脂 製 の 短 下 肢 装 具 １ ０ に よ っ て 、 装 着 者 の 足 の 裏 （ 甲 ） と 脛 （ 下 腿 部 ） を 固 定 し

、 こ ら ら の 間 の 角 度 を 所 望 の 角 度 に 保 持 す る こ と が で き 、 片 麻 痺 等 を 患 っ た 者 の 垂 下 足 が

矯 正 さ れ る 。 ま た 、 装 着 者 の 足 の 裏 を 装 着 ベ ル ト １ ３ で 足 底 板 部 １ １ に 全 面 で 密 着 固 定 す

る た め 、 内 反 尖 足 や 外 反 尖 足 も 矯 正 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 と こ ろ で 、 軽 度 の 麻 痺 を 患 う 者 に 有 用 な 上 記 樹 脂 製 の 短 下 肢 装 具 １ ０ は 、 金 属 支 柱 付 き

の 短 下 肢 装 具 に 比 べ 軽 量 で 装 着 し 易 い と い う 利 点 が あ る が 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 装 着 者 の

足 １ と 密 着 す る 部 分 が 多 い た め 、 通 気 性 が 悪 い と い う 不 具 合 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 樹 脂 製 の 短 下 肢 装 具 １ ０ は 、 足 の 裏 と 、 脛 （ 下 腿 部 ） と の 角 度 が 固 定 さ れ る た め

、 障 害 を 有 す る 装 着 者 が 、 歩 行 訓 練 等 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 行 う に は 不 向 き で あ る 。 す

な わ ち 、 短 下 肢 装 具 １ ０ は 、 足 首 関 節 を 固 定 し 、 底 屈 動 作 と 背 屈 動 作 の 双 方 が 阻 止 さ れ て

し ま う た め 、 装 着 時 、 装 着 者 の 足 首 の 関 節 が ほ と ん ど 動 か ず 、 歩 行 訓 練 に 適 さ な い 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 因 み に 、 前 述 し た 麻 痺 の 程 度 が 重 い 者 用 の 、 従 来 の 金 属 支 柱 付 き の 短 下 肢 装 具 に あ っ て

は 、 足 首 の ジ ョ イ ン ト 部 分 で 角 度 の 調 整 が 可 能 な も の も あ る が 、 一 端 調 整 さ れ る と 、 装 着

時 、 そ の 角 度 が 保 持 さ れ る た め 、 こ れ も 歩 行 訓 練 等 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 不 向 き で あ る

。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 近 年 は 、 足 の 裏 （ 又 は 甲 ） と 脛 （ 下 腿 部 ） と の 角 度 を 適 宜 調 整 可 能 に し 、 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン に 有 用 な 短 下 肢 装 具 も 提 案 さ れ て い る 。

　 特 開 平 ９ － １ ０ ３ ４ ４ ３ 号 公 報 は 、 歩 行 時 に お け る 足 首 の 底 屈 動 作 と 背 屈 動 作 を 可 能 と

す る 短 下 肢 装 具 を 提 案 し て い る 。

　 こ の 文 献 が 示 す 短 下 肢 装 具 で は 、 足 底 板 部 と 下 腿 装 着 部 と が 揺 動 可 能 に 連 結 さ れ 、 下 腿

装 着 部 の 背 の 縦 方 向 に ス プ リ ン グ が 設 け ら れ て い る 。

　 ま た 、 足 底 板 部 の 踵 部 に 取 り 付 け ら れ た ス ラ イ ダ ー に よ っ て ス プ リ ン グ を 押 圧 可 能 に 構

成 さ れ て い る た め 、 足 首 が 底 屈 方 向 に 動 く と 、 ス ラ イ ダ ー が ス プ リ ン グ を 押 し 縮 め 、 こ の

ス プ リ ン グ の 弾 性 復 元 力 に よ っ て 、 底 屈 方 向 の 動 き が 抑 制 さ れ る こ と に な る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 し か し 、 短 下 肢 装 具 は 歩 行 時 の 体 重 を 最 も 受 け る 装 具 で あ る と こ ろ 、 特 許 文 献 １ の 短 下

肢 装 具 で は 、 足 の 裏 と 脛 （ 下 腿 部 ） と の 角 度 調 整 を 可 能 に す る 構 成 の た め 、 足 底 部 （ 図 １

８ の 足 底 板 部 に 相 当 ） と 脹 脛 添 体 （ 脹 ら 脛 受 け 部 に 相 当 す る 部 分 ） が 分 割 さ れ て い る こ と

か ら 、 強 度 不 足 を き た し 、 使 用 を 長 期 に 亘 っ て 継 続 す る と 、 形 状 変 形 や 破 断 が 生 ず る 虞 れ

も あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 特 開 ２ ０ １ １ － ９ ８ ０ １ ４ 号 公 報 に は 、 下 腿 部 に 装 着 さ れ る 下 腿 部 材 （ 脹 ら 脛 受 け 部 に

相 当 ） 、 足 底 に 装 着 さ れ る 足 部 材 （ 足 底 板 部 に 相 当 ） 、 ワ ン ウ ェ イ ダ ン パ （ ダ ン パ ー ） お

よ び 連 結 機 構 を 備 え た 短 下 肢 装 具 が 開 示 さ れ て い る 。

　 こ の 従 来 例 で は 、 連 結 機 構 に 取 り 付 け ら れ た ガ イ ド ブ ロ ッ ク と リ ン ク が 備 え ら れ 、 ま た

、 短 下 肢 装 具 が 装 着 さ れ た と き に 装 着 者 の 前 後 方 向 に 伸 び る ガ イ ド レ ー ル を 有 し て い る 。

　 リ ン ク は そ の 下 端 が 足 部 材 （ 足 底 板 部 ） に 固 定 さ れ て お り 、 上 端 が ガ イ ド レ ー ル に ス ラ

イ ド 可 能 に 係 合 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の 連 結 機 構 に よ り 、 足 底 板 部 の 揺 動 に 連 動 し て ガ イ ド レ ー ル に 係 合 し て い る リ ン ク が

、 ガ イ ド ブ ロ ッ ク を 下 腿 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 直 線 的 に 動 き 、 下 腿 部 材 （ 脹 ら 脛 受 け 部 に 相

当 ） に 固 定 さ れ て い る ダ ン パ ー が 機 能 し 、 踵 が 地 面 に 設 置 し た 後 の 足 の 底 屈 動 作 を 補 助 す

る こ と が 可 能 と な る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ０ ３ ４ ４ ３ 号 公 報

【 ０ ０ １ ４ 】

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ １ － ９ ８ ０ １ ４ 号 公 報

【 考 案 の 概 要 】

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 上 述 し た 従 来 の 一 般 的 な 短 下 肢 装 具 （ 図 １ ８ ） や 特 許 文 献 １ 、 ２ に 開 示 さ れ て い る 何 れ

の 短 下 肢 装 具 も 、 麻 痺 を 患 っ た 者 の 足 の 裏 を 足 底 板 部 に 載 せ 、 脹 ら 脛 を 脹 ら 脛 受 け 部 に 当

接 さ せ て 密 着 し 、 こ の 状 態 で 足 の 裏 （ 又 は 甲 ） と 脛 （ 下 腿 部 ） を 固 定 す る と い う 基 本 構 造

を と っ て い る 。

　 こ の た め 足 の 裏 と 足 の 脛 （ 下 腿 部 ） の 角 度 を 歩 行 時 に 、 装 着 者 の 意 思 に 従 っ て 自 由 に 調

整 す る こ と が で き な い 構 成 で あ っ た り 、 角 度 を 調 整 す る た め に 複 雑 な リ ン ク 機 構 を 備 え る

構 造 と な っ て い た 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 と こ ろ で 、 軽 度 の 麻 痺 を 患 う 者 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 適 し た 短 下 肢 装 具 に 要 求 さ れ る

の は 、 下 垂 足 、 内 反 尖 足 、 外 反 尖 足 等 を 矯 正 す る こ と で あ る 。

　 す な わ ち 、 足 の 爪 先 が 垂 れ 下 が っ た り 、 足 の 甲 が 内 ・ 外 側 に 反 る こ と さ え 防 止 で き れ ば

、 爪 先 を 上 げ る 動 作 （ 背 屈 動 作 ） に 関 し て は 、 装 着 者 が 自 分 の 意 思 で 行 う こ と が で き る 構

成 で あ る こ と が 望 ま し い 。

　 し か る に 、 図 １ ８ に 示 す 構 造 の 従 来 の 短 下 肢 装 具 で は 、 装 着 者 の 意 思 に よ り 、 そ の 都 度

、 足 の 裏 （ 又 は 甲 ） と 脛 （ 下 腿 部 ） と の 角 度 を 自 在 に 調 整 で き な い 構 造 で あ る た め 、 リ ハ

ビ リ テ ー シ ョ ン の 効 果 が 期 待 で き な い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 １ ， ２ で 示 す よ う な 角 度 を 調 整 で き る 機 構 を 有 す る 短 下 肢 装 具 で も

、 そ の 構 造 が 複 雑 で あ る た め 、 短 下 肢 装 具 の 軽 量 化 を 図 る こ と が 困 難 で あ る 。 ま た 、 構 造

が 複 雑 と な る 分 、 耐 久 性 が 低 下 す る と い う 不 具 合 も あ る 。

　 更 に 、 上 述 し た よ う に 樹 脂 製 の 短 下 肢 装 具 で 軽 量 化 を 図 っ た と し て も 、 装 着 者 の 足 （ 足

の 裏 、 脹 ら 脛 ） と の 当 接 面 が 広 い た め 、 特 に 夏 場 で は 、 汗 が 気 に な り 快 適 性 が 損 な わ れ る

。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 上 記 し た 従 来 の 樹 脂 製 の 短 下 肢 装 具 は 何 れ も 、 こ れ を 装 着 し た ま ま 靴 を 履 く こ と

が 困 難 で あ る と い う 欠 点 も あ る 。

　 樹 脂 製 の 短 下 肢 装 具 を 付 け た 状 態 の ま ま 履 く こ と が 可 能 な 特 殊 な 靴 も 提 案 さ れ て い る が

、 装 着 者 の 靴 の 選 択 の 幅 が 狭 ま り 、 装 着 者 が 、 好 み の 靴 を 自 由 に 選 択 で き な い と い う 不 満

も あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 従 来 の 樹 脂 製 の 短 下 肢 装 具 は 、 装 着 者 の 足 か ら 脛 （ 下 腿 部 ） に か け て の 、 個 々 人

の 足 の 形 状 に 合 わ せ て 製 作 さ れ る た め 、 製 作 に 相 当 の 期 間 が か か り 、 ま た 、 オ ー ダ ー メ ー

ド で あ る た め 高 価 と な ら ざ る を 得 ず 麻 痺 を 患 っ た 者 に と っ て 経 済 的 な 負 担 と な る 。

　 ま た 、 従 来 の 樹 脂 製 の 短 下 肢 装 具 は 、 樹 脂 製 で あ る た め 経 時 劣 化 が 生 じ 、 耐 久 性 に 問 題

も 生 ず る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 一 方 で 、 片 麻 痺 が 軽 度 の 者 の 下 垂 足 や 、 内 反 尖 足 等 を 矯 正 す る た め 、 サ ポ ー タ ー や 、 テ

ー ピ ン グ を 施 す こ と も 提 案 さ れ て い る が 、 こ れ ら サ ポ ー タ ー や 、 テ ー ピ ン グ を 用 い て 矯 正

す る 手 法 で も 、 足 の 裏 と 脛 （ 下 腿 部 ） と の 角 度 が 固 定 さ れ る た め 、 片 麻 痺 等 を 患 っ た 者 の

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に は 不 向 き で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 本 考 案 は 、 か か る 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 下 垂 足 、 内 反 尖 足 等 を 矯 正 し つ つ 、 歩

行 訓 練 等 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 時 に 、 背 屈 運 動 の 自 由 度 を 確 保 し 、 適 正 な 歩 行 を 支 援 す る

短 下 肢 装 具 を 、 市 販 の 靴 を 足 底 板 部 と し て 機 能 さ せ る こ と で 、 安 価 で 達 成 し 、 し か も 経 年

劣 化 を 気 に す る こ と の な く 、 極 限 ま で 軽 量 化 さ れ た 短 下 肢 装 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す

る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 本 願 の 第 １ の 考 案 の 短 下 肢 装 具 は 、 爪 先 部 分 に 挿 着 さ れ 、 装

着 時 に 当 該 爪 先 の 内 側 及 び 外 側 に 位 置 す る 少 な く と も ２ の 連 結 部 を 有 す る 爪 先 装 着 部 と 、

足 首 に 装 着 さ れ 、 装 着 時 に 当 該 足 首 の 内 側 及 び 外 側 に 位 置 す る 少 な く と も ２ の 連 結 部 を 有

す る 足 首 装 着 部 と 、 前 記 爪 先 装 着 部 の 内 側 の 連 結 部 と 、 前 記 足 首 装 着 部 の 内 側 の 連 結 部 と

を 繋 ぐ た め の 第 １ の 連 結 手 段 と 、 前 記 爪 先 装 着 部 の 外 側 の 連 結 部 と 、 前 記 足 首 装 着 部 の 外

側 の 連 結 部 と を 繋 ぐ た め の 第 ２ の 連 結 手 段 と か ら な り 、 前 記 第 １ の 連 結 手 段 及 び 前 記 第 ２

の 連 結 手 段 は 、 そ れ ぞ れ 面 フ ァ ス ナ ー を 有 す る ベ ル ト に よ っ て 構 成 さ れ 、 前 記 爪 先 装 着 部

の 前 記 内 側 の 連 結 部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 内 側 の 連 結 部 と の 長 さ 、 及 び 、 前 記 爪 先 装 着

部 の 前 記 外 側 の 連 結 部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 外 側 の 連 結 部 と の 長 さ が 前 記 面 フ ァ ス ナ ー

の 張 り 合 わ せ に よ っ て 調 整 可 能 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま た 、 本 願 の 第 ２ の 考 案 の 短 下 肢 装 具 は 、 第 １ の 考 案 の 前 記 爪 先 装 着 部 は 、 装 着 時 に 前

記 内 側 の 連 結 部 が 、 装 着 時 に 足 の 親 指 の 付 け 根 の 位 置 に 、 前 記 外 側 の 連 結 具 が 、 装 着 時 に

足 の 小 指 の 付 け 根 の 位 置 と な る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ま た 、 本 願 の 第 ３ の 考 案 の 短 下 肢 装 具 は 、 第 １ 又 は 第 ２ の 考 案 の 短 下 肢 装 具 に お い て 、

前 記 足 首 装 着 部 の 本 体 部 の 幅 は 略 ３ ｃ ｍ に 形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 連 結

部 は 、 横 幅 が 略 ２ ． ５ ｃ ｍ で 爪 先 側 が 湾 曲 し た Ｄ の 字 型 の 連 結 リ ン グ に よ っ て 構 成 さ れ 、

前 記 足 首 装 着 部 に は 、 こ れ が 装 着 さ れ る 足 首 に 合 わ せ た 長 さ が 略 ２ ０ ｃ ｍ 、 幅 が 略 ４ ｃ ｍ

の 脛 当 て 部 が 設 け ら れ 、 前 記 爪 先 装 着 部 を 構 成 す る ベ ル ト の 幅 は 略 ２ ． ５ ｃ ｍ に 形 成 さ れ

、 前 記 爪 先 装 着 部 の 前 記 連 結 部 は 、 横 幅 が 略 ３ ｃ ｍ の ロ の 字 型 の 連 結 リ ン グ に よ っ て 構 成

さ れ 、 前 記 第 １ 、 第 ２ の 連 結 手 段 を 構 成 す る ベ ル ト の 幅 は 、 前 記 爪 先 装 着 部 の ロ の 字 型 の

連 結 リ ン グ の 内 側 の 幅 に 形 成 さ れ 、 装 着 時 、 該 ベ ル ト が 、 前 記 足 首 装 着 部 の 連 結 リ ン グ の

湾 曲 に 沿 う よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 本 願 の 第 ４ の 考 案 の 短 下 肢 装 具 は 、 爪 先 部 分 に 挿 着 さ れ 、 装 着 時 に 当 該 爪 先 の 内

側 及 び 外 側 に 位 置 す る 少 な く と も ２ の 連 結 部 を 有 す る 爪 先 装 着 部 と 、 足 首 に 装 着 さ れ 、 装

着 時 に 当 該 足 首 の 前 側 に 位 置 す る 連 結 部 を 有 す る 足 首 装 着 部 と 、 前 記 爪 先 装 着 部 の 内 側 の

連 結 部 と 、 前 記 足 首 装 着 部 の 連 結 部 と を 繋 ぐ た め の 第 １ の 連 結 手 段 と 、 前 記 爪 先 装 着 部 の

外 側 の 連 結 部 と 、 前 記 足 首 装 着 部 の 連 結 部 と を 繋 ぐ た め の 第 ２ の 連 結 手 段 と か ら な り 、 前

記 第 １ の 連 結 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 連 結 手 段 は 、 そ れ ぞ れ 面 フ ァ ス ナ ー を 有 す る ベ ル ト に よ

っ て 構 成 さ れ 、 前 記 爪 先 装 着 部 の 前 記 内 側 の 連 結 部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 連 結 部 と の 長

さ 、 及 び 、 前 記 爪 先 装 着 部 の 前 記 外 側 の 連 結 部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 連 結 部 と の 長 さ が

前 記 面 フ ァ ス ナ ー の 張 り 合 わ せ に よ っ て 調 整 可 能 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 本 願 の 第 ５ の 考 案 の 短 下 肢 装 具 は 、 靴 の 爪 先 部 分 の 内 側 及 び 外 側 に 固 定 さ れ る 少

な く と も ２ の 連 結 部 と 、 足 首 に 装 着 さ れ 、 装 着 時 に 当 該 足 首 の 内 側 及 び 外 側 に 位 置 す る 少

な く と も ２ の 連 結 部 を 有 す る 足 首 装 着 部 と 、 靴 の 爪 先 部 分 の 内 側 に 固 定 さ れ た 前 記 連 結 部
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と 前 記 足 首 装 着 部 の 内 側 の 前 記 連 結 部 と を 連 結 す る た め の 第 １ の 連 結 手 段 と 、 靴 の 爪 先 部

分 の 外 側 に 固 定 さ れ た 前 記 連 結 部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 外 側 の 前 記 連 結 部 と を 連 結 す る た め

の 第 ２ の 連 結 手 段 と か ら な り 、 前 記 第 １ の 連 結 手 段 及 び 前 記 第 ２ の 連 結 手 段 は 、 そ れ ぞ れ

面 フ ァ ス ナ ー を 有 す る ベ ル ト に よ っ て 構 成 さ れ 、 前 記 靴 の 爪 先 部 分 の 前 記 内 側 の 連 結 部 と

前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 内 側 の 連 結 部 と の 長 さ 、 及 び 、 前 記 靴 の 爪 先 部 分 の 前 記 外 側 の 連 結

部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 外 側 の 連 結 部 と の 長 さ が 前 記 面 フ ァ ス ナ ー の 張 り 合 わ せ に よ っ

て 調 整 可 能 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ま た 、 本 願 の 第 ６ の 考 案 の 短 下 肢 装 具 は 、 第 ５ の 考 案 の 短 下 肢 装 具 に お い て 、 前 記 靴 に

固 定 さ れ る 前 記 ２ つ の 連 結 部 は 、 靴 の 甲 の 部 分 に 取 り 付 け ら れ る 爪 先 装 着 部 に 予 め 固 定 さ

れ 、 該 爪 先 装 着 部 は 、 靴 の 甲 の 部 分 に 接 着 剤 に よ る 取 付 け 又 は 糸 に よ る 縫 い 付 け で 固 定 さ

れ る も の で あ る 。

　 ま た 、 本 願 の 第 ７ の 考 案 の 短 下 肢 装 具 は 、 第 ５ の 考 案 の 短 下 肢 装 具 に お い て 、 前 記 足 首

装 着 部 の 本 体 部 の 幅 は 略 ３ ｃ ｍ に 形 成 さ れ る と 共 に 、 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 連 結 部 は 、 横

幅 が 略 ２ ． ５ ｃ ｍ で 爪 先 側 が 湾 曲 し た Ｄ の 字 型 の 連 結 リ ン グ に よ っ て 構 成 さ れ 、 前 記 足 首

装 着 部 に は 、 こ れ が 装 着 さ れ る 足 首 に 合 わ せ た 長 さ が 略 ２ ０ ｃ ｍ 、 幅 が 略 ４ ｃ ｍ の 脛 当 て

部 が 設 け ら れ 、 前 記 靴 の 爪 先 部 分 の 前 記 連 結 部 は 、 横 幅 が 略 ３ ｃ ｍ の ロ の 字 型 の 連 結 リ ン

グ に よ っ て 構 成 さ れ 、 前 記 第 １ 、 第 ２ の 連 結 手 段 を 構 成 す る ベ ル ト の 幅 は 、 前 記 爪 先 部 分

の ロ の 字 型 の 連 結 リ ン グ の 内 側 の 幅 に 形 成 さ れ 、 装 着 時 、 該 ベ ル ト が 、 前 記 足 首 装 着 部 の

連 結 リ ン グ の 湾 曲 に 沿 う よ う に な っ て い る 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 願 の 第 １ の 考 案 に よ れ ば 、 爪 先 装 着 部 が 、 装 着 者 が 履 く 市 販 の 靴 と 協 働 し て 、 従 来 、

必 須 と さ れ て い た 足 底 板 部 と し て 機 能 す る の で 、 安 価 、 軽 量 化 、 耐 久 性 に 優 れ た 短 下 肢 装

具 を 提 供 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 内 側 の 連 結 に 用 い ら れ る 第 １ の 連 結 手 段 と 、 外 側 の 連 結 に 用 い ら れ る 第 ２ の 連 結

手 段 と に よ り 、 爪 先 装 着 部 の 内 側 と 足 首 装 着 部 の 内 側 の 長 さ 、 爪 先 装 着 部 の 外 側 と 足 首 装

着 部 の 外 側 の 長 さ を 別 々 に 調 整 で き る の で 、 下 垂 足 、 内 反 尖 足 等 を 適 宜 矯 正 す る こ と が で

き る 。

　 ま た 、 面 フ ァ ス ナ ー を 用 い て い る の で 、 簡 単 に 、 か つ 、 適 宜 、 前 記 爪 先 装 着 部 の 前 記 内

側 の 連 結 部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 内 側 の 連 結 部 と の 長 さ 、 及 び 、 前 記 爪 先 装 着 部 の 前 記

外 側 の 連 結 部 と 前 記 足 首 装 着 部 の 前 記 外 側 の 連 結 部 と の 長 さ を 調 整 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た 、 本 願 の 第 ２ の 考 案 に よ れ ば 、 足 首 と 、 足 の 親 指 付 け 根 付 近 、 足 の 小 指 の 付 け 根 付

近 の 少 な く と も ３ 箇 所 で 、 足 首 （ 脛 ） と 足 の 甲 と を 連 結 で き る た め 、 装 着 者 の 下 垂 足 や 内

反 尖 足 等 を 、 確 実 に 、 安 定 し た 状 態 で 矯 正 で き る 。

　 特 に 、 装 着 者 が 靴 を 履 い た 状 態 で 第 ２ の 考 案 の 短 下 肢 装 具 を 装 着 す る と 、 靴 の 上 か ら 足

の 親 指 付 け 根 付 近 、 小 指 付 け 根 付 近 で 足 の 裏 （ 又 は 甲 ） を 確 実 に 支 え つ つ 、 支 え ら れ た 足

の 裏 （ 又 は 甲 ） を 足 首 に 固 定 で き る の で 、 足 の 裏 を 載 せ る 足 裏 板 部 等 を 必 要 と し な い 簡 易

な 短 下 肢 装 具 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま た 、 本 願 の 第 ３ の 考 案 に よ れ ば 、 足 首 に は 、 幅 が 太 い （ 略 ４ ｃ ｍ ） 脛 当 て 部 が 当 て ら

れ 、 そ の 上 か ら 足 首 装 着 部 の ベ ル ト （ 略 ３ ｃ ｍ ） で 締 め 付 け る の で 、 足 首 へ の 負 担 が 軽 減

さ れ る 。 ま た 、 第 １ 、 第 ２ の 連 結 手 段 を 構 成 す る ベ ル ト が 、 爪 先 装 着 部 の 連 結 リ ン グ の 内

側 の 幅 （ 略 ３ ｃ ｍ ） に 合 わ せ た 太 さ と な っ て い る た め 、 ぐ ら つ き が な く 安 定 し て 足 首 を 固

定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 装 着 時 、 前 記 ベ ル ト が 、 足 首 装 着 部 側 の Ｄ の 字 型 の 連 結 リ ン

グ の 湾 曲 に 沿 っ て 丸 み を 帯 び る た め 、 ベ ル ト の 中 心 と 、 Ｄ の 字 型 の リ ン グ の 中 心 と が 合 っ

た ま ま リ ン グ 内 で 滑 る の で 長 さ 調 整 が 容 易 に な る 。

　 こ の よ う な 構 成 は 、 装 着 者 が 履 く 市 販 の 靴 と 協 働 し て 、 従 来 必 須 と さ れ て い た 足 底 板 部

と し て 機 能 す る の で 、 安 価 、 軽 量 化 、 耐 久 性 に 優 れ た 短 下 肢 装 具 を 提 供 す る こ と が で き る
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。

　 ま た 、 爪 先 装 着 部 と 足 首 装 着 部 と 間 の 長 さ を 、 足 の 内 側 と 外 側 と で 別 々 に 調 整 で き る の

で 、 下 垂 足 、 内 反 尖 足 等 を 適 宜 矯 正 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 本 願 の 第 ４ の 考 案 に よ れ ば 、 面 フ ァ ス ナ ー に よ り 、 連 結 ベ ル ト の 長 さ を 自 由 に 調

整 で き る た め 、 爪 先 装 着 部 の 内 側 と 足 首 装 着 部 と の 間 の 長 さ 、 爪 先 装 着 部 の 外 側 と 足 首 装

着 部 と 間 の 長 さ を 、 簡 単 に 、 し か も 自 在 に 調 整 す る こ と が で き 、 下 垂 足 、 内 反 尖 足 等 の 矯

正 を 症 状 に 併 せ て 、 適 宜 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 、 本 願 の 第 ５ の 考 案 に よ れ ば 、 装 着 者 が 履 く 靴 に 、 予 め 連 結 部 を 付 け て お き 、 あ と

は 足 首 装 着 部 と 連 結 手 段 の み で 、 簡 易 な 短 下 肢 装 具 を 実 現 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 本 願 の 第 ６ の 考 案 に よ れ ば 、 前 記 連 結 部 を 、 靴 の 甲 の 部 分 に 接 着 剤 に よ り 取 付 け

及 び ／ 又 は 糸 に よ る 縫 い 付 け ら れ る 爪 先 装 着 部 に 固 定 し て お き 、 該 爪 先 装 着 部 を 、 靴 に 固

定 す る の で 、 短 下 肢 装 具 を 用 い た 装 着 者 の 、 靴 の 履 き 心 地 が 良 く な る 。

　 ま た 、 本 願 の 第 ７ の 考 案 に よ れ ば 、 足 首 に は 、 幅 が 太 い （ 略 ４ ｃ ｍ ） 脛 当 て 部 が 当 て ら

れ 、 そ の 上 か ら 足 首 装 着 部 の ベ ル ト （ 略 ３ ｃ ｍ ） で 締 め 付 け る の で 、 足 首 へ の 負 担 が 軽 減

さ れ る 。 ま た 、 第 １ 、 第 ２ の 連 結 手 段 を 構 成 す る ベ ル ト が 、 爪 先 装 着 部 の 連 結 リ ン グ の 内

側 の 幅 （ 略 ３ ｃ ｍ ） に 合 わ せ た 太 さ と な っ て い る た め 、 ぐ ら つ き が な く 安 定 し て 足 首 を 固

定 す る こ と が で き る 。 ま た 、 装 着 時 、 前 記 ベ ル ト が 、 足 首 装 着 部 側 の Ｄ の 字 型 の 連 結 リ ン

グ の 湾 曲 に 沿 っ て 丸 み を 帯 び る た め 、 ベ ル ト の 中 心 と 、 Ｄ の 字 型 の リ ン グ の 中 心 と が 合 っ

た ま ま リ ン グ 内 で 滑 る の で 長 さ 調 整 が 容 易 に な る 。

　 こ の よ う な 構 成 は 、 装 着 者 が 履 く 市 販 の 靴 と 協 働 し て 、 従 来 必 須 と さ れ て い た 足 底 板 部

と し て 機 能 す る の で 、 安 価 、 軽 量 化 、 耐 久 性 に 優 れ た 短 下 肢 装 具 を 提 供 す る こ と が で き る

。

　 ま た 、 爪 先 装 着 部 と 足 首 装 着 部 と 間 の 長 さ を 、 足 の 内 側 と 外 側 と で 別 々 に 調 整 で き る の

で 、 下 垂 足 、 内 反 尖 足 等 を 適 宜 矯 正 す る こ と が で き る 。

【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 以 下 、 本 考 案 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ か ら 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。

　 図 １ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 、 本 考 案 に 係 る 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

　 こ の 図 １ に 示 す よ う に 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ は 、 爪 先 バ ン ド （ 爪 先 装 着 部 ） １ １ ０ 、 足 首 バ

ン ド （ 足 首 装 着 部 ） １ ２ ０ 、 一 対 の 連 結 ベ ル ト （ 連 結 手 段 ） １ ３ ０ ， １ ４ ０ と に よ っ て 構

成 さ れ て い る 。

　 こ こ で 、 前 記 爪 先 バ ン ド １ １ ０ は 靴 ２ の 爪 先 部 分 に 、 前 記 足 首 バ ン ド １ ２ ０ は 装 着 者 の

足 １ の 足 首 に 装 着 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 爪 先 バ ン ド １ １ ０ の 本 体 部 １ １ １ に は 、 爪 先 へ の 装 着 時 に 、 足 の 内 側 の 所 定 部 位 （ 親 指

の 付 け 根 に 対 応 す る 位 置 ） に ホ ル ダ 部 １ １ ５ が 、 足 の 外 側 の 所 定 部 位 （ 小 指 の 付 け 根 に 対

応 す る 位 置 ） に ホ ル ダ 部 １ １ ６ が 、 そ れ ぞ れ 位 置 す る よ う に 取 付 ら れ て お り 、 こ れ ら ホ ル

ダ 部 １ １ ５ 、 １ １ ６ に 連 結 リ ン グ １ １ ５ Ａ 、 １ １ ６ Ａ が 設 け ら れ て い る 。

　 一 方 、 足 首 バ ン ド １ ２ ０ の 本 体 部 （ 足 首 バ ン ド 本 体 部 ） １ ２ １ に は 、 装 着 時 に 、 脛 （ 下

腿 部 ） の 内 側 に ホ ル ダ 部 １ ２ ５ が 、 脛 （ 下 腿 部 ） の 外 側 に ホ ル ダ 部 １ ２ ６ が 位 置 す る よ う

に 取 付 ら れ て お り 、 こ れ ら ホ ル ダ 部 １ ２ ５ 、 １ ２ ６ に 連 結 リ ン グ １ ２ ５ Ａ 、 １ ２ ６ Ａ が 設

け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ は 、 前 記 爪 先 バ ン ド １ １ ０ の 連 結 リ ン グ １ １ ５ Ａ 、 １ １ ６ Ａ

と 、 前 記 足 首 バ ン ド １ ２ ０ の 連 結 リ ン グ １ ２ ５ Ａ 、 １ ２ ６ Ａ と を そ れ ぞ れ 連 結 す る も の で

あ る 。

　 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ の 一 方 の 面 に は 、 後 述 す る よ う に （ 図 ２ ） 、 面 フ ァ ス ナ ー が

貼 り 付 け ら れ て お り 、 連 結 リ ン グ １ １ ５ Ａ 、 １ １ ６ Ａ と 連 結 リ ン グ １ ２ ５ Ａ 、 １ ２ ６ Ａ と
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の 間 の 長 さ が 自 在 に 調 整 で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 次 に 、 図 ２ を 用 い て 、 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ を 構 成 す る 爪 先 バ ン ド １ １ ０ 、 足 首 バ ン ド １ ２

０ 、 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ の 形 状 に つ い て 説 明 す る 。

　 爪 先 バ ン ド １ １ ０ は 、 例 え ば 、 合 成 皮 革 か ら な る 本 体 部 １ １ １ の 両 端 部 を 取 付 具 （ 例 え

ば 、 リ ベ ッ ト ） １ １ ０ Ｂ で 固 定 し て 環 状 に 形 成 さ れ 、 装 着 時 、 前 記 取 付 具 １ １ ０ Ｂ が 、 装

着 者 の 足 １ の 甲 又 は 靴 ２ の 甲 の 中 央 に 位 置 す る こ と を 想 定 し て ホ ル ダ 部 １ １ ５ 、 １ １ ６ の

位 置 決 め が な さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 具 体 的 に は 、 図 ３ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 爪 先 バ ン ド １ １ ０ の 装 着 時 、 ホ ル ダ 部

１ １ ５ が 装 着 者 の 靴 ２ の 甲 の 内 側 部 分 ２ Ｄ （ 親 指 の 付 け 根 に 対 応 す る 位 置 ） に 、 ホ ル ダ 部

１ １ ６ が 甲 の 外 側 部 分 ２ Ｅ （ 小 指 の 付 け 根 に 対 応 す る 位 置 ） と な る よ う に 、 取 付 具 １ １ ５

Ｂ 、 １ １ ６ Ｂ に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。

　 こ の ホ ル ダ 部 １ １ ５ 、 １ １ ６ に 設 け ら れ て い る 連 結 リ ン グ １ １ ５ Ａ 、 １ １ ６ Ａ （ 図 ２ ）

に は 、 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ の 装 着 の 際 、 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ が 挿 通 さ れ る （ 図 １ 参 照

） 。

　 な お 、 ホ ル ダ 部 １ １ ５ 、 １ １ ６ は 、 爪 先 バ ン ド １ １ ０ の 本 体 部 １ １ １ に 、 例 え ば リ ベ ッ

ト （ 取 付 具 ） １ １ ５ Ｂ 、 １ １ ６ Ｂ に よ っ て か し め 付 け さ れ て お り 、 こ の ホ ル ダ 部 １ １ ５ 、

１ １ ６ が 爪 先 バ ン ド １ １ ０ の 本 体 部 １ １ １ に 対 し て 回 動 自 在 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 こ の 実 施 の 形 態 の 爪 先 バ ン ド １ １ ０ は 、 そ の 本 体 部 １ １ １ の 長 さ が ２ ６ ｃ ｍ 、 幅 が ２ ．

５ ｃ ｍ 、 取 付 具 １ １ ５ Ｂ － １ １ ６ Ｂ 間 が ９ ｃ ｍ 、 ホ ル ダ 部 １ １ ５ 、 １ １ ６ ｂ の 連 結 ベ ル

ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ 方 向 の 長 さ が ３ ｃ ｍ 、 連 結 リ ン グ １ １ ５ Ａ 、 １ １ ６ Ａ の 横 幅 が ３ ｃ ｍ と

な っ て い る 。

　 足 首 バ ン ド １ ２ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 足 首 バ ン ド 本 体 部 １ ２ １ と 、 こ れ に 固 定 さ れ

た 脛 当 て 部 １ ２ ７ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。

　 こ の う ち 足 首 バ ン ド 本 体 部 １ ２ １ の 中 央 か ら 一 方 の 端 部 １ ２ １ Ａ 寄 り に 位 置 に は 、 面 フ

ァ ス ナ ー １ ２ ３ ， １ ２ ４ が 縫 い 付 け ら れ て い る 。

　 足 首 バ ン ド 本 体 部 １ ２ １ の 他 方 の 端 部 １ ２ ２ に は 、 足 首 へ の 装 着 時 に 、 前 記 端 部 １ ２ １

Ａ が 挿 入 さ れ る 四 角 リ ン グ １ ２ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 、 足 首 バ ン ド 本 体 部 １ ２ １ の 中 央 か ら 端 部 １ ２ ２ 寄 り の 位 置 に は 、 ホ ル ダ 部 １ ２ ５

、 １ ２ ６ が 取 付 具 １ ２ ５ Ｂ 、 １ ２ ６ Ｂ に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。 取 付 具 １ ２ ５ Ｂ 、 １

２ ６ Ｂ に よ る 取 付 に よ り 、 こ れ ら ホ ル ダ 部 １ ２ ５ 、 １ ２ ６ は 当 該 足 首 バ ン ド 本 体 部 １ ２ １

に 対 し 回 動 自 在 と な る 。 こ れ ら ホ ル ダ 部 １ ２ ５ 、 １ ２ ６ に は 連 結 リ ン グ １ ２ ５ Ａ 、 １ ２ ６

Ａ が 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 こ の 足 首 バ ン ド １ ２ ０ は 、 装 着 時 、 前 記 連 結 リ ン グ １ ２ ５ Ａ 、 １ ２ ６ Ａ が 前 述 し た 爪 先

バ ン ド １ １ ０ の 連 結 リ ン グ １ １ ５ Ａ 、 １ １ ６ Ａ と 、 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ に よ っ て 、

そ れ ぞ れ 連 結 さ れ 、 装 着 者 の 脛 （ 下 腿 部 ） と 足 の 裏 （ 甲 ） の 角 度 を 、 所 望 の 角 度 よ り 広 が

ら な い よ う に 、 当 該 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ で 調 整 で き る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 の 足 首 バ ン ド １ ２ ０ は 、 そ の 本 体 部 １ ２ １ の 長 さ が ２ ９ ｃ ｍ 、 幅

が ３ ｃ ｍ 、 取 付 具 １ ２ ５ Ｂ － １ ２ ６ Ｂ 間 が ７ ｃ ｍ 、 ホ ル ダ 部 １ ２ ５ 、 １ ２ ６ ｂ の 連 結 ベ

ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ 方 向 の 長 さ が ２ ． ５ ｃ ｍ 、 連 結 リ ン グ １ ２ ５ Ａ 、 １ ２ ６ Ａ の 横 幅 が ２

． ５ ｃ ｍ 、 脛 当 て 部 １ ２ ７ の 幅 が ４ ｃ ｍ 、 長 さ が ２ ０ ｃ ｍ と な っ て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ 、 １ ４ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 体 部 １ ３ １ ， １ ４ １ に そ れ ぞ れ 縫

い 付 け ら れ た 面 フ ァ ス ナ ー １ ３ ３ ， １ ３ ４ 、 面 フ ァ ス ナ ー １ ４ ３ ， １ ４ ４ に よ っ て 、 詳 細

は 後 述 す る よ う に 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ の 装 着 時 の 長 さ 調 整 が 可 能 と な っ て い る 。
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　 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ の 装 着 時 に は 、 こ の 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ の 長 さ を 適 宜 調 整 し て

、 低 屈 動 作 を 制 限 す べ く 、 装 着 者 の 足 の 裏 （ 又 は 甲 ） と 脛 （ 下 腿 部 ） と の 可 動 角 度 を 制 限

す る （ こ の と き 、 背 屈 動 作 は 制 限 さ れ な い ） 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 と こ ろ で 、 靴 ２ を 履 い た と き 、 靴 底 は 、 当 該 イ ン ソ ー ル が 足 の 裏 と 密 着 す る の で 、 靴 ２

を 履 い た ま ま 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ を 装 着 し た 場 合 に は 、 こ の 靴 ２ （ 靴 底 ） が そ の ま ま 、 従 来

の 短 下 肢 装 具 の 足 底 板 部 （ 図 １ ８ 参 照 ） と し て 機 能 す る こ と に な る 。

　 す な わ ち 、 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ は 、 ２ つ の バ ン ド （ 爪 先 バ ン ド １ １ ０ 、 足 首 バ ン ド １ ２ ０

） と 、 こ れ ら を 連 結 す る た め の ２ つ の ベ ル ト （ 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ ） が 、 市 販 さ れ

て い る 靴 ２ と 協 働 し て 、 従 来 の 短 下 肢 装 具 と 同 様 に 下 垂 足 、 内 反 尖 足 を 矯 正 し つ つ 、 背 屈

動 作 を 制 限 し な い よ う に な る た め 、 従 来 の 短 下 肢 装 具 よ り 極 め て 簡 単 な 構 成 で 、 し か も 極

め て 軽 量 化 を 図 り つ つ 、 優 れ た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 効 果 を 奏 す る こ と が で き る （ 低 屈 動 作

を 制 限 し つ つ 、 背 屈 動 作 の 自 由 度 は 確 保 す る ） 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 ４ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） は 、 足 首 バ ン ド １ ２ ０ の 、 足 首 へ の 装 着 方 法 を 示 す 図 で あ る 。

　 こ の 図 ４ に 示 す よ う に 、 足 首 バ ン ド １ ２ ０ を 装 着 者 の 足 首 に 装 着 す る に 際 し て は 、 脛 当

て 部 １ ２ ７ 側 を 足 首 に 当 て た 状 態 （ 図 ４ （ Ａ ） ） で 、 足 首 バ ン ド 本 体 部 １ ２ １ の 端 部 １ ２

１ Ａ を 四 角 リ ン グ １ ２ ２ に 挿 入 し て 引 っ 張 り （ 図 ４ （ Ｂ ） ） 、 脛 当 て 部 １ ２ ７ を し っ か り

と 足 首 に 巻 き 付 け 、 足 首 バ ン ド 本 体 部 １ ２ １ の 面 フ ァ ス ナ ー １ ２ ３ ， １ ２ ４ に よ り 、 確 実

に 足 首 に 装 着 す る こ と が で き る （ 図 ４ （ Ｃ ） ） 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ５ （ Ａ ） ～ （ Ｅ ） は 、 靴 ２ の 爪 先 部 分 に 装 着 さ れ た 爪 先 バ ン ド １ １ ０ と 、 装 着 者 の 足

首 に 装 着 さ れ た 足 首 バ ン ド １ ２ ０ と を 、 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ を 用 い て 連 結 す る 方 法

を 示 す 図 で あ る 。

　 こ の 図 ５ で は 、 連 結 ベ ル ト １ ４ ０ の 取 付 の み 説 明 し 、 こ れ と 同 様 の 手 順 で 取 り 付 け ら れ

る 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ の 取 付 に つ い て は 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 連 結 ベ ル ト １ ４ ０ を 用 い て 爪 先 バ ン ド １ １ ０ と 足 首 バ ン ド １ ２ ０ と を 連 結 す る に 当 た っ

て は 、 足 の 裏 と 脛 （ 下 腿 部 ） と を 所 望 の 角 度 に 保 持 し た ま ま 、 ま ず 、 連 結 ベ ル ト １ ４ ０ の

一 方 の 端 部 １ ４ １ Ａ を 、 ホ ル ダ 部 １ ２ ６ の 連 結 リ ン グ １ ２ ６ Ａ に 通 し 、 更 に 、 爪 先 バ ン ド

１ １ ０ 側 の 連 結 リ ン グ １ １ ６ Ａ に 通 す （ 図 ５ （ Ａ ） ） 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 次 い で 、 連 結 ベ ル ト １ ４ ０ の 他 方 の 端 部 １ ４ １ Ｂ 側 を 折 り 返 し （ 図 ５ （ Ｂ ） ） 、 更 に 、

連 結 ベ ル ト １ ４ ０ の 端 部 １ ４ １ Ａ を 、 他 方 の 端 部 １ ４ １ Ｂ に 取 り 付 け ら れ た 四 角 リ ン グ １

４ ２ に 通 し て 折 り 返 し （ 図 ５ （ Ｃ ） ） 、 こ の 状 態 か ら 当 該 端 部 １ ４ １ Ｂ を 十 分 に 引 っ 張 っ

て （ 図 ５ （ Ｄ ） ） 、 面 フ ァ ス ナ ー １ ４ ４ と 、 面 フ ァ ス ナ ー １ ４ ３ と を 密 着 さ せ る （ 図 ５ （

Ｅ ） ） 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 装 着 者 の 足 の 裏 と 脛 （ 下 腿 部 ） と を 所 望 の 角 度 に 保 持 し た ま ま 、 連 結 ベ ル ト １ ４ ０ の 端

部 １ ４ １ Ａ を 十 分 に 引 っ 張 り 、 面 フ ァ ス ナ ー １ ４ ３ ， １ ４ ４ を 互 い に 接 着 さ せ る こ と で 、

当 該 所 望 の 角 度 を そ の ま ま 保 持 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 こ れ に よ り 装 着 者 の 足 首 の 角 度 が 、 上 記 所 望 の 角 度 よ り 広 が ら な い よ う に し て 低 屈 動 作

を 制 限 す る こ と が で き る 。 ま た 、 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ は 、 柔 軟 性 の あ る 合 成 皮 革 で

形 成 さ れ て い る た め 、 背 屈 動 作 に 関 し て は 制 限 せ ず 、 装 着 者 の 意 思 で 自 由 に 動 か す こ と が

で き る 。 こ の よ う に 背 屈 動 作 を 制 限 し な い こ と で 、 軽 度 の 麻 痺 を 患 っ た 者 の リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン を 効 率 よ く 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 図 ６ 、 図 ７ は 、 こ の 実 施 の 形 態 の 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ に よ る 作 用 効 果 を 説 明 す る た め の 図

で あ る 。
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　 図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 軽 度 の 麻 痺 を 患 っ た 者 は 、 そ の 爪 先 が 下 垂 す る こ と が あ る が

（ 下 垂 足 ） 、 靴 ２ を 履 い た 状 態 で 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ を 装 着 す る と 、 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １

４ ０ の 作 用 に よ っ て 、 靴 ２ と 足 １ の 脛 （ 下 腿 部 ） と が 所 望 の 角 度 以 上 に 広 が ら な い よ う に

す る こ と が で き る （ 低 屈 動 作 の 制 限 ） 。

　 一 方 、 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ は 、 合 成 皮 革 の よ う な 柔 軟 な 部 材 で 形 成 さ れ る た め 、

靴 底 と 脛 （ 下 腿 部 ） と の 角 度 が 狭 ま る 方 向 （ 爪 先 を 上 げ る 方 向 ） の 動 き （ 背 屈 動 作 ） は 、

装 着 者 の 意 思 に 応 じ て 自 在 と な る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ま た 、 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ を 装 着 し て 歩 行 を 行 っ た 場 合 、 図 ６ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 爪 先

の 下 垂 が 回 避 さ れ 、 一 方 で 、 装 着 者 の 意 思 に よ っ て 爪 先 側 を 引 き 上 げ る こ と が 可 能 な た め

、 歩 行 時 に 段 差 等 で 躓 く こ と も な く な る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 こ の 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ に よ る 効 果 は 、 高 齢 者 の 歩 行 を 補 助 す る 際 に も 同 様 に 発 揮 さ れ る

。 す な わ ち 、 高 齢 者 等 は 、 歩 行 時 に 爪 先 が 自 己 の イ メ ー ジ よ り も 上 が り き ら な く 、 僅 か な

段 差 で 躓 く こ と が あ る 。 よ っ て 、 高 齢 者 等 が 、 こ の 実 施 の 形 態 の 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ を 、 左

右 両 方 の 足 に 装 着 す れ ば 、 当 該 歩 行 動 作 を 補 助 し 、 高 齢 者 等 の 転 倒 事 故 を 未 然 に 防 止 す る

こ と も で き る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 と こ ろ で 、 片 麻 痺 等 を 患 っ た 者 は 、 足 の 甲 が 外 側 （ 又 は 内 側 ） に 向 か っ て 下 が る 内 反 尖

足 （ 又 は 外 反 尖 足 ） を 生 ず る こ と が あ る が 、 足 の 内 側 に 位 置 す る 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ の 長 さ

（ 連 結 リ ン グ １ １ ５ Ａ － 連 結 リ ン グ １ ２ ５ Ａ 間 の 長 さ ） と 、 外 側 に 位 置 す る 連 結 ベ ル ト １

４ ０ の 長 さ （ 連 結 リ ン グ １ １ ６ Ａ － 連 結 リ ン グ １ ２ ６ Ａ 間 の 長 さ ） と を 適 宜 調 整 す る こ と

で 、 こ の 内 反 ／ 外 反 を 矯 正 す る こ と も で き る （ 図 ７ に は 、 内 反 し た 場 合 を 示 す ） 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ に よ れ ば 、 爪 先 バ ン ド

１ １ ０ 、 足 首 バ ン ド １ ２ ０ 、 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ を 靴 ２ を 履 い た ま ま 装 着 す る だ け

で 、 足 の 裏 （ 靴 の 底 ） と 脛 （ 下 腿 部 ） と の 角 度 が 所 望 の 角 度 よ り 広 が ら な い よ う 制 御 で き

、 下 垂 足 等 を 矯 正 す る こ と が で き る 。 ま た 、 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ に よ る 連 結 の 長 さ

を 、 足 の 内 側 、 外 側 で 、 そ れ ぞ れ 別 個 に 調 整 す る こ と で 、 内 反 尖 足 （ 又 は 外 反 尖 足 ） を 併

せ て 矯 正 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 ま た 、 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ は 、 足 の 裏 （ 靴 底 ） と 脛 （ 下 腿 部 ） と の 角 度 が 狭 ま る 側 （ 爪 先

を 上 げ る 側 ） に は 自 由 に 動 か す こ と が で き る の で 、 片 麻 痺 等 を 患 っ た 者 の 、 歩 行 訓 練 等 の

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 特 に 有 用 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 ま た 、 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ を 構 成 す る 部 材 が 、 合 成 皮 革 か ら な る 爪 先 バ ン ド １ １ ０ 、 足 首

バ ン ド １ ２ ０ 、 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ 及 び こ れ ら に 付 属 す る ホ ル ダ 部 、 面 フ ァ ス ナ ー

だ け で あ る た め 、 極 め て 軽 量 で あ り 経 時 劣 化 も な く 耐 久 性 に も 優 れ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 更 に 、 足 首 バ ン ド １ ２ ０ 、 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ 等 の 長 さ が 、 面 フ ァ ス ナ ー に よ っ

て 自 在 に 調 整 で き る た め 、 装 着 者 は 、 短 下 肢 装 具 を オ ー ダ ー メ ー ド で 製 造 す る 必 要 も な く

、 ま た 、 市 販 の 靴 に 、 従 来 の 短 下 肢 装 具 の 足 底 板 部 と し て の 機 能 を 果 た さ せ る こ と が で き

る た め 、 短 下 肢 装 具 を 安 価 に 提 供 で き 、 経 済 的 な 負 担 も 軽 減 で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 次 に 、 本 考 案 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 ８ 及 び 図 ９ を 用 い て 説 明 す る 。

　 こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 短 下 肢 装 具 ２ ０ ０ は 、 装 着 者 の 爪 先 側 （ 甲 の 側 ） と 足 首 側 と を

連 結 す る 連 結 ベ ル ト ２ ３ ０ ， ２ ４ ０ が 、 足 首 バ ン ド ２ ２ ０ 側 に 取 付 具 ２ ２ ５ Ｂ ， ２ ２ ６ Ｂ

（ 図 ８ に は 、 連 結 ベ ル ト ２ ４ ０ 側 の 取 付 具 ２ ２ ６ Ｂ の み 現 れ て い る 。 ） に よ っ て 固 定 さ れ

て い る こ と が 、 上 述 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ と 異 な る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】
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　 こ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 足 首 バ ン ド ２ ２ ０ に 取 付 具 ２ ２ ５ Ｂ 、 ２ ２ ６ Ｂ で 固 定 さ れ

た 連 結 ベ ル ト ２ ３ ０ ， ２ ４ ０ の 端 部 ２ ３ １ Ａ 、 ２ ４ １ Ａ （ 図 ９ ） を 、 爪 先 バ ン ド ２ １ ０ 側

の 連 結 リ ン グ ２ １ ５ Ａ 、 ２ １ ６ Ａ に 挿 通 さ せ （ 図 ８ Ａ ） 、 こ の 端 部 ２ ３ １ Ａ 、 ２ ４ １ Ａ を

十 分 に 引 っ 張 っ て 、 面 フ ァ ス ナ ー ２ ３ ３ ， ２ ３ ４ 、 面 フ ァ ス ナ ー ２ ４ ３ ， ２ ４ ４ に よ り 密

着 さ せ （ 図 ８ に は 、 連 結 ベ ル ト ２ ４ ０ 側 の み 図 示 ） 、 当 該 連 結 ベ ル ト ２ ３ ０ ， ２ ４ ０ で 、

足 の 裏 と 脛 （ 下 腿 部 ） と の 角 度 を 所 望 の 角 度 に 固 定 す る こ と が で き る （ 図 ８ （ Ｂ ） ） 。

　 こ れ に よ り 装 着 者 の 低 屈 動 作 を 制 限 し つ つ 、 背 屈 動 作 を 装 着 者 の 意 思 に 応 じ て 自 在 に す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 次 に 、 本 考 案 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ ０ 及 び 図 １ １ を 用 い て 説 明 す る 。

　 こ の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 短 下 肢 装 具 ３ ０ ０ は 、 装 着 者 の 足 首 側 と 爪 先 側 （ 甲 の 側 ） と を

連 結 す る 連 結 ベ ル ト ３ ３ ０ ， ３ ４ ０ が 、 爪 先 バ ン ド ３ １ ０ に 、 取 付 具 ３ １ ５ Ｂ ， ３ １ ６ Ｂ

（ 図 １ ０ に は 、 連 結 ベ ル ト ３ ４ ０ 側 の 取 付 具 ３ １ ６ Ｂ の 現 れ て い る 。 ） に よ っ て 固 定 さ れ

て い る こ と が 、 上 述 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ と 異 な る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 こ の 第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 爪 先 バ ン ド ３ １ ０ に 取 付 具 ３ １ ５ Ｂ 、 ３ １ ６ Ｂ で 固 定 さ れ

た 連 結 ベ ル ト ３ ３ ０ ， ３ ４ ０ の 端 部 ３ ３ １ Ａ 、 ３ ４ １ Ａ （ 図 １ １ ） を 、 足 首 バ ン ド ３ ２ ０

の 連 結 リ ン グ ３ ２ ５ Ａ 、 ３ ２ ６ Ａ に 挿 通 さ せ （ 図 １ ０ （ Ａ ） ） 、 こ の 端 部 ３ ３ １ Ａ 、 ３ ４

１ Ａ を 十 分 に 引 っ 張 っ て 、 面 フ ァ ス ナ ー ３ ３ ３ ， ３ ３ ４ 、 面 フ ァ ス ナ ー ３ ４ ３ ， ３ ４ ４ に

よ り 密 着 さ せ て 、 当 該 連 結 ベ ル ト ３ ３ ０ ， ３ ４ ０ で 、 足 の 裏 と 脛 （ 下 腿 部 ） と の 角 度 を 所

望 の 角 度 に 固 定 す る こ と が で き る （ 図 １ ０ Ｂ ） 。

　 こ れ に よ り 装 着 者 の 低 屈 動 作 を 制 限 し つ つ 、 背 屈 動 作 を 装 着 者 の 意 思 に 応 じ て 自 在 に す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 次 に 、 本 考 案 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ ２ を 用 い て 説 明 す る 。

　 図 １ ２ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 こ の 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 短 下 肢 装 具 ４ ０ ０ は 、 第

１ ～ 第 ３ の 実 施 の 形 態 と 異 な り 、 爪 先 バ ン ド を 有 さ な い 構 成 と な っ て い る 。

　 す な わ ち 、 こ の 短 下 肢 装 具 ４ ０ ０ は 、 足 首 バ ン ド ４ ２ ０ と 、 連 結 ベ ル ト ４ ３ ０ ， ４ ４ ０

と 、 靴 ３ の 甲 の 部 分 に 予 め 取 り 付 け ら れ た ホ ル ダ 部 ４ １ ５ 、 ４ １ ６ と に よ っ て 構 成 さ れ て

い る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 靴 ３ に ホ ル ダ 部 ４ １ ５ ， ４ １ ６ を 取 り 付 け る に 当 た っ て は 、 靴 ３ の 内 側 （ 親 指 側 ） と 外

側 （ 小 指 側 ） の 所 定 位 置 （ 装 着 者 の 足 の 親 指 の 付 け 根 、 小 指 の 付 け 根 に 対 応 ） に 取 付 穴 （

図 １ ２ （ Ｂ ） に 外 側 の 取 付 穴 ３ Ａ の み 図 示 ） を 設 け て お き 、 こ れ に ホ ル ダ 部 の 取 付 穴 （ ４

１ ６ Ｃ の み 図 示 ） を 合 わ せ 、 取 付 具 （ ４ １ ６ 側 の ４ １ ６ ｂ 1、 ４ １ ６ ｂ 2の み 図 示 ） で 固 定

す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 そ し て 、 靴 ３ の 甲 の 部 分 に 設 け ら れ た ホ ル ダ 部 ４ １ ５ ， ４ １ ６ の 連 結 リ ン グ ４ １ ５ Ａ 、

４ １ ６ Ａ を 、 連 結 ベ ル ト ４ ３ ０ ， ４ ４ ０ に よ っ て 、 足 首 バ ン ド ４ ２ ０ 側 の 連 結 リ ン グ ４ ２

５ Ａ 、 ４ ２ ６ Ａ に 引 き 付 け る こ と に よ っ て 、 靴 ３ の 底 と 足 １ の 脛 （ 下 腿 部 ） の 可 動 角 度 を

所 望 の 角 度 に 制 限 し 、 も っ て 片 麻 痺 等 を 患 う 者 の 下 垂 足 を 矯 正 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 連 結 ベ ル ト ４ ３ ０ ， ４ ４ ０ の 長 さ を 個 別 に 調 整 す る こ と で 、 内 反 尖 足 や 外 反 尖 足

の 矯 正 を す る こ と も で き る 。

　 ま た 、 こ の 短 下 肢 装 具 ４ ０ ０ で も 、 靴 ３ の 底 と 足 １ の 脛 （ 下 腿 部 ） の 角 度 を 狭 め る 方 向

へ の 運 動 （ 背 屈 運 動 ） が 装 着 者 の 意 思 に 応 じ て 自 在 で あ る た め 、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 有

用 と な る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 次 に 、 本 考 案 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ ３ 、 図 １ ４ を 用 い て 説 明 す る 。

　 図 １ ３ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 こ の 第 ５ の 実 施 の 形 態 の 短 下 肢 装 具 ５ ０ ０ は 、 靴

４ の 甲 の 部 分 に ホ ル ダ 部 ５ １ ５ ， ５ １ ６ を 取 り 付 け る に 当 た っ て 、 爪 先 装 着 部 ５ １ ０ を 靴
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４ と は 別 個 に 作 製 し て お き 、 こ れ を 靴 ４ に 糸 ５ で 縫 い 付 け る よ う に し た も の で あ る （ 図 １

３ （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） ） 。

　 す な わ ち 、 上 述 し た 第 ４ の 実 施 の 形 態 で は 、 ホ ル ダ 部 ５ １ ５ 、 ５ １ ６ を 取 付 け る 際 に 靴

３ の 内 部 に 取 付 具 ４ １ ５ ｂ １ 、 ｂ ２ が 突 出 す る 構 成 で あ っ た が 、 こ の 第 ５ の 実 施 の 形 態 で

は 、 爪 先 装 着 部 ５ １ ０ の 取 付 具 ５ １ ５ Ｂ 、 ５ １ ６ Ｂ が 、 靴 ４ の 内 部 に 突 出 す る こ と が な く

な り 、 装 着 者 に と っ て 履 き 心 地 が 更 に 良 く な る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 こ の 第 ５ の 実 施 の 形 態 で も 、 靴 ４ の 甲 の 部 分 に 設 け ら れ た ホ ル ダ 部 ５ １ ５ ， ５ １ ６ の 連

結 リ ン グ ５ １ ５ Ａ 、 ５ １ ６ Ａ を 、 図 １ ３ （ Ｃ ） に 示 す 連 結 ベ ル ト ５ ３ ０ ， ５ ４ ０ に よ っ て

、 足 首 バ ン ド ５ ２ ０ 側 の 連 結 リ ン グ ５ ２ ５ Ａ 、 ５ ２ ６ Ａ に 引 き 付 け る こ と に よ っ て 、 装 着

時 、 靴 ４ の 底 （ 甲 ） と 足 １ の 脛 （ 下 腿 部 ） と の 可 動 角 度 を 所 望 の 角 度 に 制 限 す る こ と が で

き 、 片 麻 痺 等 を 患 う 者 の 下 垂 足 を 矯 正 す る こ と が で き る 。 ま た 、 連 結 ベ ル ト ５ ３ ０ ， ５ ４

０ の 長 さ を 個 別 に 調 整 す る こ と で 、 内 反 尖 足 や 外 反 尖 足 の 矯 正 を す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 こ の 短 下 肢 装 具 ５ ０ ０ で も 、 靴 ４ の 底 と 足 １ の 脛 （ 下 腿 部 ） の 角 度 を 狭 め る 方 向

（ 爪 先 を 上 げ る 方 向 ） の 運 動 （ 背 屈 運 動 ） が で き る の で リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に 有 用 で あ る

。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 な お 、 図 １ ３ で は 、 爪 先 装 着 部 ５ １ ０ を 糸 ５ で 縫 い 付 け て い る が 、 図 １ ４ に 示 す よ う に

、 靴 ４ の 甲 の 部 分 に 予 め 接 着 剤 ６ を 塗 布 し て お き （ 図 １ ４ （ Ａ ） の 斜 線 部 分 ） 、 こ の 塗 布

し た 部 分 に 、 爪 先 装 着 部 ５ １ ０ を 合 わ せ て 張 着 し 、 そ の 後 、 糸 ５ で 縫 い 付 け る こ と に よ っ

て 、 爪 先 装 着 部 ５ １ ０ を 靴 ４ の 甲 の 部 分 に 取 り 付 け て も よ い （ 図 １ ４ （ Ｂ ） ） 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 次 に 、 本 考 案 の 第 ６ の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ ５ を 用 い て 説 明 す る 。

　 こ の 第 ６ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 の 爪 先 バ ン ド １ １ ０ と 異 な り 、 爪 先 バ ン

ド ６ １ ０ の 、 地 面 と 接 す る 面 （ 足 裏 側 ） に 、 接 着 剤 等 で 補 強 板 ６ １ ８ が 取 り 付 け ら れ て い

る （ 図 １ ５ （ Ａ ） ） 。

　 こ の 補 強 板 ６ １ ８ は 、 耐 久 性 の 高 い 樹 脂 や 、 金 属 板 で 構 成 可 能 で あ り 、 こ の よ う な 補 強

板 ６ １ ８ を 取 り 付 け る こ と に よ っ て 、 短 下 肢 装 具 と し て の 耐 久 性 が 増 す 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 こ の 爪 先 バ ン ド ６ １ ０ を 装 着 す る に 当 た っ て は 、 靴 ５ の 靴 底 の 所 定 の 位 置 （ 好 ま し く は

、 親 指 の 付 け 根 か ら 小 指 の 付 け 根 ま で を 結 ぶ ラ イ ン 上 ） に 予 め 凹 部 ５ Ｆ を 設 け て お き 、 爪

先 バ ン ド ６ １ ０ の 装 着 時 、 補 強 板 ６ １ ８ を 凹 部 ５ Ｆ に 嵌 合 さ せ る こ と で 、 靴 ５ の 裏 側 で 爪

先 バ ン ド ６ １ ０ が 突 出 す る こ と が な く 、 短 下 肢 装 具 と し て の 耐 久 性 を 更 に 高 め る こ と が で

き る （ 図 １ ５ （ Ｂ ） ） 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 次 に 、 本 考 案 の 第 ７ の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ ６ を 用 い て 説 明 す る 。

　 こ の 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 第 ７ の 実 施 の 形 態 の 短 下 肢 装 具 ７ ０ ０ で は 、 足 首 バ ン ド ７ ２

０ に 、 ホ ル ダ 部 ７ ２ ５ を た だ １ つ だ け 設 け る よ う に し た 点 が 、 前 述 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の

短 下 肢 装 具 １ ０ ０ と 異 な る 。

　 短 下 肢 装 具 ７ ０ ０ の 足 首 バ ン ド ７ ２ ０ の ホ ル ダ 部 ７ ２ ５ に 設 け ら れ た 取 付 リ ン グ ７ ２ ５

Ａ は 、 ２ 本 の 連 結 ベ ル ト ７ ３ ０ ， ７ ４ ０ を 懸 け る の に 十 分 な 幅 を 持 た せ る 必 要 が あ る 。

　 １ つ の 取 付 け リ ン グ ７ ２ ５ Ａ を 設 け た 場 合 で も 、 装 着 者 の 下 垂 足 や 、 内 反 尖 足 等 を 十 分

に 矯 正 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 次 に 、 本 考 案 の 第 ８ の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 １ ７ を 用 い て 説 明 す る 。

　 こ の 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 第 ８ の 実 施 の 形 態 の 短 下 肢 装 具 ８ ０ ０ は 、 足 １ の 甲 の 内 側 （

親 指 側 ） と 外 側 （ 小 指 側 ） に 、 連 結 用 の ホ ル ダ 部 ８ １ ５ 、 ８ １ ６ を 設 け る に 当 た り 、 第 １

の 実 施 の 形 態 の 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ の 爪 先 バ ン ド １ １ ０ に 代 え て 、 靴 ２ の 爪 先 部 分 全 体 を 覆

う 壺 鐙 の 形 状 を し た 爪 先 装 着 部 ８ １ ０ を 用 い た 点 が 異 な る 。

　 第 １ の 実 施 の 形 態 の 爪 先 バ ン ド １ １ ０ に 比 べ 、 爪 先 を 覆 う 壺 鐙 の 形 状 を し た 爪 先 装 着 部
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８ １ ０ は 形 状 が 複 雑 で あ る も の の 、 靴 ２ の 爪 先 部 分 で の 密 着 性 が 向 上 し 、 歩 行 訓 練 等 の リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン が し や す く な る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 な お 、 上 述 の 第 １ か ら 第 ８ の 実 施 の 形 態 で は 、 爪 先 バ ン ド 、 足 首 バ ン ド 、 連 結 ベ ル ト 等

を 合 成 皮 革 で 構 成 す る 例 を 示 し た が 、 装 着 時 に 、 爪 先 が 下 が る 方 向 へ の 動 作 （ 低 屈 動 作 ）

を 十 分 に 制 限 す る こ と が で き 、 か つ 、 背 屈 動 作 時 に 、 装 着 者 の 意 思 に 従 っ て 爪 先 を 上 げ る

こ と が 可 能 な 、 柔 軟 性 あ る も の で あ れ ば 、 他 の い か な る 素 材 を 用 い て も よ い 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 本 願 に 係 る 短 下 肢 装 具 は 、 足 を 載 せ る 足 底 板 部 等 、 足 の 裏 （ 又 は 甲 ） を 固 定 す る 部 材 を

必 要 と せ ず に 、 足 の 裏 （ 又 は 甲 ） と 脛 （ 下 腿 部 ） と の 角 度 を 調 整 す る こ と が で き る た め （

低 屈 操 作 を 制 限 し 、 背 屈 動 作 を 自 由 に す る ） 、 そ の 利 用 者 は 、 脳 血 管 疾 患 を 患 っ た 者 に 限

る こ と な く 、 例 え ば 高 齢 者 等 、 歩 行 時 に 足 の 爪 先 の 上 げ 方 が 不 十 分 と な る 者 が 利 用 す る こ

と で 、 僅 か な 段 差 等 に つ ま ず く よ う な 事 故 を 未 然 に 防 止 す る こ と に も 役 立 つ 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ７ ４ 】

【 図 １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ の 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ を 構 成 す る 各 部 材 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ の 爪 先 バ ン ド １ １ ０ の 爪 先 へ の 装 着 方 法 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ の 足 首 バ ン ド １ ２ ０ の 足 首 へ の 装 着 方 法 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 爪 先 バ ン ド １ １ ０ と 足 首 バ ン ド １ ２ ０ と を 連 結 ベ ル ト １ ３ ０ ， １ ４ ０ で 連 結 す る

方 法 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ に よ っ て 下 垂 足 が 矯 正 さ れ る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 短 下 肢 装 具 １ ０ ０ に よ っ て 内 反 尖 足 が 矯 正 さ れ る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 短 下 肢 装 具 ２ ０ ０ の 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 短 下 肢 装 具 ２ ０ ０ を 構 成 す る 各 部 材 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 短 下 肢 装 具 ３ ０ ０ の 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 短 下 肢 装 具 ３ ０ ０ を 構 成 す る 各 部 材 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る ホ ル ダ 部 ４ １ ５ 、 ４ １ ６ が 取 り 付 け ら れ た 靴 ３ 及 び こ

れ に 連 結 さ れ る 足 首 バ ン ド ４ ２ ０ 、 連 結 ベ ル ト ４ ３ ０ ， ４ ４ ０ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 短 下 肢 装 具 ５ ０ ０ 及 び 当 該 爪 先 装 着 部 ５ １ ０ の 取 り 付

け 方 法 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 短 下 肢 装 具 ５ ０ ０ 及 び 当 該 爪 先 装 着 部 ５ １ ０ の 他 の 取

り 付 け 方 法 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 第 ６ の 実 施 の 形 態 に 係 る 爪 先 バ ン ド ６ １ ０ 及 び 爪 先 バ ン ド ６ １ ０ の 装 着 の 方 法

を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ６ 】 第 ７ の 実 施 の 形 態 に 係 る 短 下 肢 装 具 ７ ０ ０ の 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ７ 】 第 ８ の 実 施 の 形 態 に 係 る 短 下 肢 装 具 ８ ０ ０ の 全 体 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ８ 】 従 来 の 樹 脂 性 の 短 下 肢 装 具 １ ０ を 示 す 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ７ ５ 】

２ ， ３ ， ４ ， ５ ， ６ 　 靴

１ ０ ０ ， ２ ０ ０ ， ３ ０ ０ ， ４ ０ ０ ， ５ ０ ０ ， ６ ０ ０ ， ７ ０ ０ ， ８ ０ ０ 　 短 下 肢 装 具

１ １ ０ ， ２ １ ０ ， ３ １ ０ ， ４ １ ０ ， ５ １ ０ ， ６ １ ０ ， ７ １ ０ ， ８ １ ０ 　 爪 先 バ ン ド （ 爪 先

装 着 部 ）

１ ２ ０ ， ２ ２ ０ ， ３ ２ ０ ， ４ ２ ０ ， ５ ２ ０ ， ６ ２ ０ ， ７ ２ ０ ， ８ ２ ０ 　 足 首 バ ン ド （ 足 首

装 着 部 ）

１ ３ ０ ， ２ ３ ０ ， ３ ３ ０ ， ４ ３ ０ ， ５ ３ ０ ， ６ ３ ０ ， ７ ３ ０ ， ８ ３ ０ 　 連 結 ベ ル ト （ 連 結

手 段 ）

１ ４ ０ ， ２ ４ ０ ， ３ ４ ０ ， ４ ３ ０ ， ５ ３ ０ ， ６ ３ ０ ， ７ ３ ０ ， ８ ３ ０ 　 連 結 ベ ル ト （ 連 結
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手 段 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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